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1花幽の風害

　今圖京阪地方を三つナz脆風は既にその前日（20日）23時頃から

花山天文毫に異歌を來し，大ド1ムの鳴動，風力の増大等によb

垂下一同睡眠し得ず，徹夜で警戒に三つたが，風は翌朝に至っ

て盆々強く，21日8時孚前後その極点に達し，風力約60米，氣塵

723粍（海面に補正［一．　tzる値）Sなった．此の強風のだめ大ド1

ムの三級は9割まで剥取られ，46糎及び25糎の爾反射鏡室は倒潰

し，太陽舘の大小雨シ1ηスタットの箱は藩法され宿含は屋根

S壁の孚を吹飛され全く使用し得ざるに至つだ．又無線用アン

テナボDレの一つは倒潰した．その他云々のガラス窓の破壊，

棚の破損，構内樹木の折れ錬るH・・もの無言であっtz．然し壷員

一一 垂刻搖Qを受けす，勇敢に難局ご職つtzのみならす，その後今

日豪勢をも征脹して後か把づけに熱中してみる．一一一一ma　1：　＝，ンク

リ1トの建物及び子午線室は無事で精密時計をはじめ，大小の

望蓮鏡面機械（反射鏡を除⇔にいささかの故障もなかったのは

幸ひであった．

　但し，電燈，電か電話の諸線悉く切回され，今尚二二せ御

通信連絡に不便を極め三分の内は観測研究も殆んご不可能の状

態にある．

　毫員の家族達にも大した傷害はなく多くはナZだ家屋σ）建具や

ガラス等を破壊されたに過ぎなかつすZ．

　此の災害に際し翫に今日迄に遠近の各位から親切な御見舞を

頂いfZこごは戚謝にたえない．（花山急報第99號より）
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